
学術講演会のご案内
(小松市医師会･加賀市医師会･能美市医師会》

謹啓時下先生方におかれましては､益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さてこの度、以下のとおり学術講演会を開催させて頂くことになりました。
ご多忙中とは存じますが､何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。謹白

日時：平成27年５月２１日(木 )19 : 0 0から
会場：ルートイングランティア小松エアポート

２階鏡花の間
小松市長崎町4-116-1      TEL0761 -23-7000

プログラム
【情報提供】痛風･高尿酸血症治療薬『フェブリク錠』について帝人ファーマ株式会社学術部

、【特別講演】
司会：東野病院副院長東野朗先生

座長 :金沢医科大学腎臓内科学
教 授 横 山 仁 先 生

『高尿酸血症｡痛風診療の最近の話題』
演者：東京慈恵会医科大学

名誉教授慢性腎臓病病態治療学
教授細谷龍男先生 ノＬ

*この講演会は､石川県医師会生涯教育講習会(2単位)に該当します。
*この講演会は､石川県臨床内科医会(5単位)に該当します。
*この講演会は､カリキュラムコード(６１，７４，８２)に該当します。
*この講演会は､石川県薬剤師会認定薬剤師研修制度(１単位)に該当します。
*この講演会は､石川県病院薬剤師会生涯研修認定制度(1単位)に該当します。

共催：小松市医師会加賀市医師会能美市医師会石川県臨床内科医会
小松市地域医療連携室小松能美薬剤師会石川県病院薬剤師会
帝人ファーマ株式会社
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細谷龍男先生
1947年10月４日生
わが国における高尿酸血症の患者数は､現在では1,000万人に達
しているのではないかと推察される。
高尿酸血症は､高血圧の発症因子であるとも言われており､薬剤介
入による血圧への影響については､アロプリノール等によって尿酸値を
正常化すると､その程度は大きくないものの､血圧が低下するという報
告がある。
次にCKDとの関係であるが､海外においてアロプリノール投与により
血清尿酸値を低下させると腎臓の機能はよくなり､cvイベントリスクが

一一

低下したことが報告されている｡すなわち､尿酸値コントロールすることはCKDの進展を抑制するばかりでなく、
cvイベントの発症も抑制する可能性があると言える。
アロプリノールは腎不全の患者において､活性代謝物であるオキシプリノールが蓄積しやすく､高尿酸血症・
痛風の治療ガイドラインでは､腎機能に応じたアロプリノールの減量を提唱させていただいた｡しかし減量により、
尿酸値の低下度は減少し､これまで腎機能低下患者において十分に尿酸を下げる薬剤はなかった｡しかしアロ
プリノール登場から40年経ち、日本ではxo阻害剤が相次いで2剤開発された｡フェブキソスタツトとトピロキソスタ
ットである｡いずれも主に肝で代謝を受け多排池経路を取り､代謝物も活性を持たないため､腎機能低下合併代謝物も活性を持たないため､腎機能低下合併

xo阻害薬の参入によって､高尿酸血症自体が
ら治療意義が見出されてきており､今回は高尿

例でも減量の必要がない特徴を持っている｡このように､新規xo阻害薬の参入によって､高尿酎
尿酸塩沈着症のみならず､各臓器疾患の進展抑制の観点から治療意義が見出されてきており
酸血症に関連する最新トピックを纏めて概説する。
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